
2018年3月31日(土) 東京勤労者医療会の東葛・早稲田ブロックの6カ所の
訪問看護ステーションから39名が参加をしました。会場のみさと協立病院正
面には菜の花が満開でした。一面のイエローカーペットで、私たちを春気分
にしてくれていました。

集会の目的は、「情勢学習と事業所間の日常的な活動を交流することで、1
人１人が年度方針をより自分のこととしてとれえることができる。また、職
員間の交流を通じて、法人訪問看護部としての仲間意識の向上と互いを思い
やる心を育み、明日からの活力に繋げることができる」と目的説明がありス
タートとなりました。

訪問看護統括部長の講義は「医療・介護同時改定に
おける情勢について」がテーマです。

報酬改定から訪問看護に求められることを考える機
会となりました。



6事業所が今年の方針を1文字で表し会場へもちよって披露

訪看St
早稲田

たんぽぽ
訪看St本部

たんぽぽ
新松戸

たんぽぽ
野田南部

わかくさ
訪看St

たんぽぽ
柏豊四季



グループワークでは部長の講演や各事業所発表の感想を述べ合い、これ
からの訪問看護が求められる役割を話し合いました。また、各テーブルで
も訪問看護の方針を1文字で表し、東葛・早稲田ブロックでの1文字を選び
ました。



繋げたり、結んだり、束ねたり、ひっぱったり…柔軟に形を変えられるように

今年の1文字は『糸』に決まりました！


